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１.なぜ、カーボンニュートラルを目指すのか

当社グループは、脱炭素社会に向けた社会環境の変化は事業継続のリスク
である一方で、事業価値拡大の機会でもあると考える

サプライチェーンの脱炭素化

炭素税導入の動き

CO2排出＝コスト増

リサイクルによる
素材の低炭素化ニーズ

電動化に伴う
車体軽量化ニーズ

リスク側面

機会側面

原材料調達コスト上昇
(スクラップ／グリーンアルミ）

軽減

自動車のEV化が進むと、電池により車体重
量が増えざるを得ない。そこで、車体や部品
のアルミ化により軽量化を図る。

地球温暖化の傾向が止まらない中で、その要因で
ある温室効果ガスの発生減（CO2t換算）に直接課
税する動き（欧州では10,000円/CO2-t程度も）

アルミは低融点のため、アルミ製錬に比
べ、リサイクルしやすく、リサイクル推進
によりCO2が削減可能

※アルミニウム新地金製造時を100％とした場合

リサイクルによるCO２排出量低減

リサイクルルート

再生時のCO2排出量

約3％

アルミ製品 回収・分別

アルミニウム
二次合金地金

溶解・鋳造

拡大

2030年度カーボンニュートラル目標達成ロードマップ
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Market Demands
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2.カーボンニュートラルに向けた基本方針

サプライチェーンの脱炭素化を通じて、カーボンニュートラルの実現と
企業価値拡大の両立を目指す

スコープ1,2 スコープ3

再生可能
エネルギー転換

エネルギー効率
の改善（省エネ）

低炭素アルミ素材
調達拡充

アルミリサイクル
の推進

軽量化等による
エネルギー効率改善

循環型/低炭素型
サプライチェーン構築

調達の脱炭素化製造の脱炭素化 価値の提供

2030年度カーボンニュートラル目標達成ロードマップ
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メタル事業部

【日本軽金属】
アルミ素材での脱炭素推進の実行組織

① 脱炭素戦略の立案・推進

多様な事業展開に対応すべくHD組織の統
合的戦略作成の主体として
カーボンニュートラル推進室を設置

② スコープ3削減の実行

アルミ素材の脱炭素化において調達／製造／販
売一体となった活動が必要である為、この機能を

メタル事業部として統合し、リサイクル・
スコープ3排出量削減に機動的に動ける実行部隊
とする

改革推進室
グループ
経営会議

HD社長

HD取締役会

スコープ 3排出量削減 水平リサイクル推進

カーボンニュートラル推進室

【日本軽金属HD】グループ統合的な脱炭素戦略作成の主体

スコープ 1・2排出量削減 スコープ 3排出量削減 リサイクル推進

連携日軽エムシーアルミ
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3-1.カーボンニュートラル推進：推進の為の組織再編

F23 当社グループ全体でのカーボンニュートラル戦略の立案・推進組織
とアルミ素材起因のスコープ3排出量削減の実行組織を整備

F24 事業のグルーピングにより実行組織をメタル事業グループに統合、
一体的且つ俊敏な資源配分・執行が可能に

【日本軽金属HD】メタル事業グループ

協業して計画・実行

2030年度カーボンニュートラル目標達成ロードマップ
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排出量の把握と削減目標設定
各事業部門の削減施策推進に
必要なインフラ整備

グループ全体施策テーマ別に
CN推進室内に部会を設置
➡ 実行支援と進捗管理

脱炭素目標達成に向けた
ロードマップ公表

現状把握

施策検討

ロードマップ

現在の部会構成
CN推進インフラ整備

省エネ推進・再エネ転換
Scope1・2
削減

低炭素材料の調達
Scope3
排出量
削減

リサイクル推進
Scope3
排出量
削減

CN関連新規ビジネス開発

カーボンニュートラル
推進室

統合的脱炭素戦略立案・推進
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3-2.カーボンニュートラル推進：目標設定と施策整理

進捗状況の把握と適切な開示
カーボンニュートラルに向けた
追加施策の検討と実施進捗管理

CN推進
インフラ整備 排出量可視化システム導入

GXリーグ参画
CDP格付け取得
社内炭素税導入
材料マスバランス制度導入
カーボンフットプリント実現

導入済

導入検討中

済

済

2030年度カーボンニュートラル目標達成ロードマップ
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現状把握

2013年度
CO2排出量

グループ全体のCO2排出量を把握
➡ 現行目標を具体的な数値目標に換算

売上高原単位 1.41 t-CO2/百万円

（スコープ1 ３1万t ／ スコープ2 16万t）

スコープ3  CO2排出量

スコープ1・２ CO2排出量

圧延

押出

鋳造

スラブ

ビレット

板、押出
製品事業

アルミナ・
化成品、
地金事業

コイル・板

押出形材

スコープ1・2

47万t-CO2

スコープ3
排出量

２54
万t-CO2

＊CO2排出量集計の対象は、ＮＬＭグループの国内事業（連結全体の79％）。

アルミ新塊地金
217万t-CO2

その他（水酸化アルミ等）

37万t-CO2
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4.現状把握と目標設定

売上高原単位 7.５８ t-CO2/百万円

（新塊地金 217万t ／ その他 37万t）

【現行目標】

2030年度30%削減
（2013年度比・売上高原単位）

新塊地金の73%が展伸材加工向けに使用

0.98 t-CO2 /百万円

5.3１ t-CO2 /百万円

＊売上高集計の対象は、CO2排出量に合わせＮＬＭグループの国内事業とする。

2030年度カーボンニュートラル目標達成ロードマップ
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5.数値目標と進捗状況

現行目標に対する足元までの進捗は順調に推移、
現在計画されている施策の積み上げによって2030年度目標は達成見込

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

2013 2018 2023 2028 2033 2038 2043 2048

C
O
2
排
出
量
売
上
高
原
単
位

C
O
2
排
出
量
売
上
高
原
単
位

[t-CO2/百万円][t-CO2/百万円] スコープ1,2 スコープ3

0.98 t-CO2/百万円 5.31 t-CO2/百万円

30%削減目標 30%削減目標

2030年度カーボンニュートラル目標達成ロードマップ
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6.2030年度目標達成に向けたロードマップ：スコープ1,2

2023年度 2030年度2013年度

売上高
原単位

国内売上高 3,350億円

47 万t

1.41 ｔ/百万円

35 万t

0.86 ｔ/百万円

40 万t

0.77 ｔ/百万円39%削減

足元までは総量・売上高原単位共に順調に減少
⇒今後も継続的な省エネ活動と再エネ起因の電力切替への継続により目標達成維持

主な項目 削減効果

需要影響 コロナ禍他 ▲9万t

省エネ推進 コジェネ・リジェネ ▲２万t

再エネ転換 LNG転換 ▲１万t

10%削減

主な項目 削減効果

需要影響 半導体回復他 +10万t

省エネ推進 リジェネ導入（投資額：1.8億円） ▲3万t

再エネ転換 再エネ電力（投資額：2.5億円）
電気溶解炉の技術開発・導入

▲2万t

国内売上高 4,101億円 国内売上高 5,268億円

排出量

売上高
原単位

排出量

売上高
原単位

排出量

排出量
(万ｔ）

売上原単位
(ｔ/百万円）

1.41 ｔ/百万円

売上高原単位

30％削減目標

0.98 ｔ/百万円

0.86
0.77

2030年度カーボンニュートラル目標達成ロードマップ
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主な項目 （数量増加） 削減効果

需要影響 半導体回復他 +34万t

低炭素調達
輸入再生ビレット

グリーンアルミ調達増
グリーンアルミ： 29千ｔ

▲16万t
再生アルミ ： 10千ｔ

リサイクル推進
顧客リサイクル推進
ｱｯﾌﾟｸﾞﾚｰﾄﾞﾘｻｲｸﾙ技術

スクラップ ： 16千ｔ ▲1万t

7.2030年度目標達成に向けたロードマップ：スコープ3

2023年度 2030年度2013年度

売上高
原単位

国内売上高 3,350億円

254 万t

7.58 ｔ/百万円

212 万t

5.17 ｔ/百万円

229 万t

4.35 ｔ/百万円32%削減 16%削減

国内売上高 4,101億円 国内売上高 5,268億円

排出量

売上高
原単位

排出量

売上高
原単位

排出量

主な項目 （数量増加） 削減効果

需要影響 コロナ禍他 ▲40万t

低炭素調達 輸入二次合金 再生アルミ ： 4千ｔ ▲2万t

リサイクル推進
展伸材発生屑の
水平利用

スクラップ ： 3千ｔ ▲0万t

排出量
[万ｔ]

売上原単位
[ｔ/百万円]
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アルミ新塊 その他(水ｱﾙ,ｶﾃ2～等) 売上高原単位

7.58 ｔ/百万円

売上高原単位

30％削減目標

5.31 ｔ/百万円

5.17
4.35

足元までは総量・売上高原単位共に順調に減少
⇒今後は再生ビレット等に調達拡大とスクラップ利用拡大につながる生産技術開発がカギに

2030年度カーボンニュートラル目標達成ロードマップ
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8.2030年度以降の課題認識
C
O
2
排
出
量

C
O
2
排
出
量

[万t-CO2][万t-CO2] スコープ1,2 スコープ3

33万 t-CO2

30%削減目標

スコープ1,2/3共に、売上高原単位での目標達成見込
一方で、総排出量での削減は不十分であるという課題認識
➡ ①総排出量での目標値設定、②総排出量削減の為の追加施策が必要

178万 t-CO2

30%削減目標

2030年度カーボンニュートラル目標達成ロードマップ
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9-1.スコープ1,2追加施策検討：100%再エネ電力切替

再生可能エネルギーである水力発電所による自家発電分も含めて、
蒲原製造所内の電力を100%再エネ電力化し、スコープ2をゼロに

再生可能エネルギーで
ある水力発電（自社保有）

購入電力（渇水期等）を
再エネ電力に切り替え

蒲原

57%

その他

43%

国内電力使用量における割合
（2023年度実績）

2030年度カーボンニュートラル目標達成ロードマップ
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9-2.スコープ3追加施策検討：アップグレードリサイクル技術の開発

素材技術とリサイクル技術を活かし、展伸材でのスクラップの循環利用の
可能性を広げるアップグレード技術の開発・実装を目指す

展伸材向け素材アルミ素材技術
（グループ技術センター）

リサイクル技術
（日軽エムシーアルミ）

アップグレードリサイクル技術の
開発・実装

鋳物材向け素材

鋳造、鍛造、
ダイカスト

板、押出製品事業

アルミナ・化成品、地金事業

加工製品、関連事業

コイル・板 押出形材

展伸材加工製品

鋳物/ダイカスト材

加工製品

圧延、
押出

スクラップ

当社グループの事業領域

※主として鋳物材向けに利用していた
スクラップの展伸材利用を拡大

ビレットスラブ

二次合金

再生地金
（二次合金）

スラブ/ビレット
新塊地金

スクラップ

2030年度カーボンニュートラル目標達成ロードマップ
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9-3.スコープ３追加施策検討：クローズドループサプライチェーン構築

お客さまと協力して製品スクラップを回収>>製品の材料として再利用
➡ 提供する商品のCO2排出量を削減

トラックボデーのグリーン材化

トラック ボデー

ボデー

アルミスクラップ

ビレット

8
t-CO2

削減

1台当たり

新幹線 to 新幹線

新幹線 車両

ビレット車両構体

アルミスクラップ

50
t-CO2

削減

1編成当たり

2030年度カーボンニュートラル目標達成ロードマップ
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9-4.脱炭素＝持続可能なサプライチェーン構築と価値提供

サプライチェーンを持続可能なものとして再構築する事を通じて
“脱炭素”という価値をお客様に提供

アルミ新塊

商品

スクラップ

生産(NLM)

消費(お客様）

CO2排出量

12 t-CO2/t-Al

CO2排出量

2 t-CO2/t-Al

CO2排出量

14 t-CO2/t-Al

 再生アルミを使用しないCO2排出量

“脱炭素“という

新たな価値提供

消費(お客様）

再生アルミ

商品

生産(NLM)

スクラップ

回
収
し
て
循
環
利
用

（
リ
サ
イ
ク
ル
）

CO2排出量

0 t-CO2/t-Al

CO2排出量

0 t-CO2/t-Al

CO2排出量

0 t-CO2/t-Al

スコープ3
でのCN達成

スコープ1,2
でのCN達成

2030年度カーボンニュートラル目標達成ロードマップ
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１０-1.2050年度カーボンニュートラル達成を目指して

2050年度までに自社発生の排出量をゼロ、バリューチェーン全体での
排出量のネットゼロを目指す

スコープ3
排出量

２54
万t-CO2

２１２
万t-CO2

４0万t-CO2

２２９
万t-CO2

2013年度BM 20２3年度実績 20３０年度計画 20４０年度目標 20５０年度目標

グリーンアルミの調達増

自社発生
排出量削減
（スコープ1,2）

サプライチェーン
排出量削減
（スコープ3）

排出量削減への貢献

Down

Down

自動車軽量化による燃費・電費改善Down

Down

Down
輸入リサイクル材の調達増

アップグレードリサイクル技術開発
クローズドループサプライチェーン構築

Down

Down

Down
DownDown

スコープ1・2

47万t-CO2 35万t-CO2

省エネ投資 １００％再エネ電力切替
再生可能燃料への切替

バリューチェーン全体排出量

バリューチェーン
全体排出量

ネットゼロ

2050年度

自社排出量
ゼロ

2050年度

2030年度カーボンニュートラル目標達成ロードマップ
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ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ戦略立案
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2030年度カーボンニュートラル目標達成ロードマップ

１０-2.カーボンニュートラル達成に向けた施策

カーボンニュートラル達成に向けては、新規技術投資・開発と
ビジネス展開を並行して進め、事業構造自体を変革していく必要がある

2013年度BM 20２3年度実績 20３０年度計画 20５０年度

自社発生
排出量削減
（スコープ1,2）

サプライチェーン
排出量削減
（スコープ3）

排出量削減
への貢献

CCUS等情報収集

100%再エネ電力化

省エネ活動（例：リジェネバーナー切替、コジェネシステム導入他

燃料エネルギー転換（重油⇒天然ガス他） 水素・アンモニア燃転

再エネ電力切替
電気炉技術開発

グリーンアルミの調達増 >>スメルター再エネ電力切替による自然減＞＞

Gr.内循環材の水平利用推進

ｸﾛｰｽﾞﾄﾞﾙｰﾌﾟｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ構築/市中屑の使用拡大

グローバルでの循環型
メタルフロー構築

輸入リサイクル材の調達増

クレジット購入

EV向け新規需要取り込み＝車体軽量化貢献

排出量低減効果のある新規ビジネス創出

日軽金ALMO設立

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ&ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ統括室設置

アップグレード技術開発

自社排出量
ゼロ

バリューチェーン
全体排出量

ネットゼロ

省エネ

エネ転

再エネ

回収他

ｸﾞﾘｰﾝｱﾙﾐ

ﾘｻｲｸﾙ材

スクラップ
（リサイクル）

ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ
推進室設置

ｱﾙﾐ素材脱炭素化推進ﾒﾀﾙ事業部設置


